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出生男34女37計71

死亡〃19〃13〃32

転入・z57〃45〃102

転出〃38〃30z／68
世帯9．143

大口45．330
男21．732
女23．593

2つの方針と6つの重点

　

吊j3口ダツ乱式よ喘二のy田川、

森沢巾長は次のごバこ本年吟廓圧政ノブ

針こ白卜丿Jjら乙こしました。

　

第一方針昭T，北腺の。1＝ミ叫間通交・弘

晦：祢こ推進して大川1げ☆ので胚礎とし

今後の部制7にり銑ご示として白沢圖；市

建設へのいしずえを川める，つこのため

①市庁舎の完成に最善をつくしたい。

　

ぐぎり□江j．友のご㈹でムろ贈ド介建

設い昭二着工されたので、二のイふ心こ

員海ご｀つぢノJをにらい、服仁心しにこり

潟トリとレ二二。¨j，7L，j，’7・－・ljj；’し・、111’．I・jl毒゛。＝r］ぺ≒と

と山之、山ノブーじべの二竃に町丿。

九コ、｀

②統合中学校の完成を

　

内員初び浦ごノ：’yぢ：！！’・；（7″・・t，卜t’＜4，y．‘゛・：数丿シ

くの間毎帽よ残

されております

が、関1系地区と

の連絡か吋に緊

密にして予定通

りの完穴にっと

瓦）にい。

③災害の完全復

　

旧を

　

IW汪；3・；年の人矢い几既に．72y8．450

刀：；の引ロるご終‘）l二万j，’j｝jlそ万ひプかむかえま

レヒので、是非と47万口に）しj・V・lに．努力

し、辰セ以て隔にす・ふのたとえの通り

再びこのような災出が繰返されること

のないよう完ぺきの染を関係方呵に趾

請して行きたい。

　

第二方針大野市建二との枯本的な要

素となるべき各陣笠設の総含的々細巾：

ととり枇人、逐次実らこ移して行きプこ

い。こ心ため；こ

①産業、文化、福祉、更生などを重点

的；ことりあけ、上’帽血川仏力民病院

建二、しぺ処理場建設、総台駒文化祐

設、スポーツセン≒ターなど数｝くの重

要貼ぶり建霞を総台的に計画の上、‰

次賞ご、こ侈して行きたい、

　

く享；巾。；込り七3廿として36、57年度事

業として、しド句匹ミ場の建二をしたい。

皿奥越電源心発工事（71促進

　

灰越払づ聞尭工ぷrべ二進と目的貫遂

のため萬ニレJなきをルJし、ロバ出1の7

必リJとなし唐尺の苅∩にしえたい。
（i農業経営（ア？基本的対策を

　

盤1……、ly－’、－：゜・ミrレ主的なし七への見きわ

めの卜八、⑤卜転二へ西方辻、指可視

助だと⑤函く戸七し、叫係附y捷とも

にそのり本漿の引ゴびま・こかり、畜産の

振輿、経イタり丿丿しーソソ渋などを

おしすすめ、祐栄の几」こ・経？べこ不竃の

ないようつとめて（尚丿こト。ス病虫害

の祉ぷ万策：とレ召いご略ミ中卜。啼y行

X，ヽたいs
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第48回定例市議会

　

＝新らしい乍竃の巾／．：じりこ、7力きめる

第娼トにブさ詣しここ、3リ川日から下

汗馬・土所で開かれ、1I．1k；：36’H’；レy7、寂

出予算y、昭引34乍二り糾兄7ごなど

59議案（議案第％廿、弟37じ・に・／4宍・、．、lj‘、・1゛、万

泌）、ヅヅfl7卜、ノi㈹19fぢジパノツ8

剛川にわたっ

て慎収な審議

が続けられ27

卜それぞれ原

宰どおり可決

されました、

　

（議案説明は

二面参照）

総額 4億7千2百余万円

　

旧任；36年寛子昿よ、35年咀こ比較し

て乙2Byダンケご、巾見いらい最も大

規戌なものてあります。二れを性質別

に。見ますと・単位円、

消費的経費199．704．00042．3＾／？

授旺拘経心224．263．00047．5％
府イ11？1？’？4Sfissnnn9．7％

その02．675．coo0．5％

とtこっており童す．．

　

本年；こ市庁告建．yハごはじめとし偵嵐

的な悍娃対貰、レベ笥願地長、農休某

振興付雛、中小企y、庖椎恋y限興り

策などこう川ド丿七策として予箪が計上

されています．

（歳入）

科目 予算額 35年度の比較

①巾税

　　　　

19Dj02j0026。I44．310sV

これjl，リ税ぴ）自り戻。ぶじご・す。

印池方童付悦

57イ”jwO00・で31．二回．Cふフ……．：

③ユユてうしにこり皿Iヤゾ、

　　　　　

5．巧7．CGO4．299．0ここム

④分担公

　　　　　

501．000

⑤使川糾および手数料

　　　　　

3．355．0C0実包90C減

伍ヅぐ庫支出．公

　　　　

51．294．50C：5．775．6］こ心

これは災，’？iiil［］事yjべ比此二逡j；L工

事費の減少に伴う咄心血の心てありま

すっ

⑦ズ支出乱

　　　　　

26．432．38016．185．37こと？

⑧寄付余

　　

21．083．0に2，298．こ0ご減

（り繰入全

　　　　

10．000．0301．つCよOに心

0繰越金

　　　　

7．000．GOG3．000．000’；；

＠唯べ人

5！．C43、82018．3こ6．32’］－”i

これはいl皿年金j：！紙吃征代・ごとり・ii＼O）

ご却代企び≒：ブドレ拡

面々仁

　　　

社Eここらい礼DOレ
j包7、∴≒汁

472、275．000円

　

（歳出・

科目予算額
35年度
の比較

R．／v；云費

　　　　　

9．834．0こ03．937．000？？’，’

これ：IJ・岫！、祐牟工人件昔の川てす

②尚々所費

　　　

126、664．00045．125．000帽

これは十占建設費3．000り円と人件

費のに216し上および事勁能乳の

向上と心民への才一ピノイ川将ニをE

るための事姉＝ニリダ‘j2・42堡・沁几ンで

す。

③Jjに穴

　　　　

13．096．0CC！．263．000r二

　

これは人汀費びレ祉こす，

④土4く酉

　　　　

54．537．00し5．5岬ぶ⊃Oμ：

　

これ；、t・判1汗川卜；’■278yjと。岫路

　

砥りよう貪276’j円の威てすっ々お

　

本年度は新らし。心洛口働で三回八・

　

ドにため、泊路手心高輿と浴伺元収

　

川の賎喊喘しを設織します、

口教育昔

　　　　

47．909．0004．955．000滅

　

これは各小中学吋で喋Oy、改築費1．

　

173’；円か減り、一方回Jにj凡引の

　

迂回資150行円と足竃’に心こソの七卜；

　

に．よる小中学核・i’t330力1円、および

大flヰ、よゾ■’．’［■・’＊＞（T戻？となっていま

す・、

（い・にjリLこy号泌とよ汚

　　　　

4－r．762．000I6．3；2．G00レ

　

これぱ友に扶助費のし加です。

⑦y＝健菌卜j

　　　　

21．121．00013．50S．000ヤ

　

これぱし尿処こい七万の建設北1．312

　

ケりと積咄的傑沈ぺ雛’肖などの巾で

　

すっ
⑧万。将瓦石昔

　　　

100．344．0004．5トi．GOOfK

印淀工築貿

　　　　

38j03．0ロD1．326．000iL；

　

これぱ電話y設八で15y戸い）、飴

　

方眼維産・￥4、・卜jヽ企業奮闘付336町

　

川と観光4ぷ業費84り川の靖に．よるも

　

のですっ

＠n業費

　　　　

39．728．coo3．951．000べ

　

これは災害開口事載が予定のとおJ；

　

進7・、、耕他事業費C硬旧作）が1．650

　

力川減り、ビソドヽリコフ’ターによる

　

ツマグロ1jコバイの一せい防除費1．

　

322巧円、その庖特産振興、畜産振

　

興費51ヵ円の増によるものです。

の昼場費

　　　　　

7．144．0001．042，000増

　

これは水稲、園芸、畜産等の試験研

　

究費の増です。

0り、i、言

　　　　

15．169．coo2j3！。000減

　

これは侑八入宍皿ト。f定のとお‘）

　

兜人、刈田肖の414イ；がぺり、一一

　

古．Aべμゾlリンク・心に尚人するた

　

め、良画てyUなら・を作るための債

　

悩事yj6yy＝1と古・丿卜詣久叫66j

　

円、および防業振ポトフ20万川肪；こよ

　

る4バ√ごすっ

⑨廿玉付

　　　　　

1．011．00061．000J

　

二八ぱj丿に！l物、に。寸保険料の増

　

です。

⑩統計沢に費

肺欧洲公汀釈医混

220．000198．000哉

＠選挙費

　　　　　　

318．000210．000削

　

これは6月におこなわれる盤栗五員

　

峨幸費の鴎ですっ

⑩良債費

　　　　

24，852．coo4．465．000昌

　

これは起債の元矛丿賞還金の削です。

府丿支出金

　　　　

26．607．0003．16S．G00：！：i

　

これは事防足七は報酬68万円、外起

　

弘利790町、十立炳心建設ざ友会費

　

などの卜ですっ

卵子図費

　　　　　

l．OCC．ここ0

　

歳出合計

　　　　

472275000円

ド｜保会計予算

4千6百90余万円

　

開削36年暖；こおけるDIに牡康保険は

じ吋軟貨匹に価値上げと診療齢肌の猫兇

など経費のじ額牡区要とし、事業勘定

予算がlは46．926．ceo叫で昨乍より371
．八図）∩加となりました。当礼予算に

は、臥療費の4rべげ；こよる経費は計上

されておりま七人が、トままて給付対

象からぱすしていた入院の場合におけ

る給輿およびT輿’I’iを36年4月1日から

レヤタ］咄てつ費（人れ臨、臼歯の金冠

など）を36年10月Iにからそれそれ保険

給吋の対象（。にj息片負担、丁、額市負

抑）とすることにな‘。）ました。

　

これに要する継費は、国民吐、胴肖険

税とし陣負ちふこよつてまかなわれこ

ことになりますのて、36年度は1．653．

000・タ顕レ。I税とな・つて、被保険者の皆

さんに員打㈹うことになりました。

そのfづよレ札汁咋吊と人きな変りはあり

ませ人う

一一暇会汀戈出予鞭石原調
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厚生課を保険衛生課に改める

議案説明

議案第9号宍y失処分のヤ：．：ly二心いて

　

35年j：cソ：（山穴旧、二立学院七言北

　

にふてるため、120りjレヅ：をゾレ岫

　

谷にトヘ去て寸・リ、れする、

議案第10号；：，yi：35tじレうごづ卜友入

　

足：ゴ句フ気

　

咬子i；学咬，上白中才岐の新営改築

　

．jとして1，ワ巳丿町八ごに：友三こ：れ

　

まレ≒つ

議案第11号ぐ瀋j．！言ブ）昂ぶこついて

議案第i2号～17号1：＝‘汗：36不竃－や＝11

　

計りよぴ衿ぶこゴうしソごト丿QI案

　

‥づ二八玉二莉乙2乃で00丿

　

ンイぐリリノレダブX5つ丿27．00ンi

　

n……j’，4＿3112j’・゛もi2．213．COOべ

　

丿卜打L㈲ぐ榎感づ16．4332C0i

　

ほジーシヅレレし字で……：＼o：

　

己言じごぐ卜17．ここミ

議案第18－19号’一一……し，：；，t’，拘川二計

　

‾リ：‘y工Y九．丿二で八ヽて

資公繰り；こあてるため、

　

一心会計6．000万円

　

トタ会計l．OCO万川

　

駅東区酉汀げ川にと1．00Cに円

レケμJI歩2銭4皿丿内で一時口入

する。

議案第20号ぷご計現金の頂け人に光

　

について

　

預け入れ光市内首盤ぷ

　　　　　　　

皆牛玉行面白ytと店

　　　　　　　

北陸jyf人野良古

　　　　　　　

大野レリにバ巾1

議案第21号≒野かを恬匙低乱nピ・・］

　

のーづ皆川｛二つトて

　

ツ：上課を医≒レヅ心こ改める、

議案第23号人行唐耳弘織の琉輿で塵

　

寓ニびババmy）箆酬および菅川づぷこ

　

げ1する7蛍ブビづ⑤七厄こついて

議案第24号り呼，ト・ぶ議輿の心フ≒手

　

≒二月する頴≒のべ拡大孔二ついて

議案第25号人野心手数臨に収石夕jの

　

一丿ぶ改心こついて

　

4，り11ニ1から罰貿丁・故肘I件につき

　

5D円、庄レレヅこおよび戸迄の付票の

　

俗本、抄本証明F政料I叱こつき50

　

円っ住民泌縁およぴづ別の付撃閲覧

　

う扨糾1件にっき5J几こ改める、

議案第26号大野り十脱，大高諏4Tnりlj

　

のー－・プふ几£二つい’・こ

　

孝二L輿昨回T足犬一愚こついて20

　

二こ犬める。

議案第27号リf：↑i．穴育資金給出こ関

　

するyザダ）一蝉改正

　

教萍J’にソ梢Ti竹がム汁ら礼」孔仁凪与

　

占・1ミ屑のly砿こも給汁されることに

　

，l‘トとした，

議案第28号し野1立病院建麗冨虚丿

　

番輿のごレ延こついて

　

⑤肝丁ムこより、次のブ川新らしい

　

し輿、こなりましたっ

　

ベム代八ごいゆにミ沌門．二八H忠直

　

丿川政j．休心巴、い咄川ヽ白雨“j、

　

こ1バミ一、竃川高ブ三、砂j≒‰？、安

　

土心眼鳥！！レゾ乱7丿jの許氏

　

Lしづ：二大レ∧iヱ三郎、臼吽が碩

　

谷水ンー、ニ丿し翁似）占氏

学識経験冷リと斎庫重准、訃私1

也、鮎川正、；町戸、眼炳心、丿玉

淮の各氏

議案第29号大琵㈲ぶりh泊りりミで刊

　

の一部改正；こついて4月！日からノ、詫

　

した場台の給良およびイ述部こも袷

　

付されることにj1りましたっ

議案第30号大野方川民t。剛自蔵脱粂

　

例の一ぶ改正；こついて

　

保険悦の試課期口貼こ、被糾険乱こ

　

移勣があっだ湯治こは資りぐど取ほし

　

たrjから、喪失した場含は良沢した

　

即副ミれが球陣で刃俵が

　

課せられること；こなりましたっ

　

これは陸云保険脱などの二和則T叫

　

不台煙を址正するものです。

議案第31号，乱心卜が所収jハ？牡てり

　

0手元こ関するyヅjの悦ごこついて

議案第32号人野ajl人娃丿ら剣ふ直

所の設昨日よこバ互にビダ）jにぶこつ

いて

議案第33号大U，によドレ・．はこ、ニどj務

　

沁害乱にじづ：jの一こ言言ぷン八ヽて

　

府ント、輿のム・こ1ヤ；’Jjミ｀、’；てj’、j刊t障害の

　

感心の玉い万によ氷蔵が給付される

　

ことと．八佃丿丿町y、卜六するまで

　

原丘および什ゴ丿祐tがおこだわれる

　

こと；こなりましご．

議案第34号｜．’L＿匹且rri；；ii－，tr”ズシ輿の

　

巡睡；こつレて

　

保しし7氏の匯任こ臨ら月郎氏が巡

旺されましたっ

議案第35号沼町35年度上木、長防、

　

文教・↓わ……j’i起債、こついて

　

35年：1ぶ二おいて土木、農休、文教・μ

　

二心にくミI・4するために、面妬保婉筒

　

から1．770丿肌ソ内と資金巡用部か

　

らに6％・り円よ内を勺己毀借方よで

　

起債するもの。

議案第36号心．心の、ぶ定について

　

し特売審議）

に町吋心の引丿水光を・、巾内－づyを

利川X岐に心じて再仏敵：されました

議案第37号市心の変貼こっいてド＝i

　

続了示）

　

］ミ‾匹人呪縮の一ふ公田を亮止さ八ま

　

したっ

議案第38号第39号呼休川・ユ分につい

　

て

議案第40号人野犬礼乱で八がyC一

　

部政乙こっいて

議案第41号不二の刹芯二ういて

議案第42号il押I：35乍暖一侑万言に友入

　

歳出迫ヤ咆丿予算案

　

35乍二一浪丿言ドバy戦汁額に次二汲

　

出とも410：7．240＾；8．7CC川となりま

　

した，

議案第43号［i＝町休野のj箔変昿こつ

　

いて

議案第44号叶藍の処ら．こりいて

　

上告円価個か、木辻ヤベ娃66坏

議案第45～46号に恬：35￥度4＝回：友計

　

巌人なii．iG／J；べよレyQI案

　

にし谷し回肖漁、

　　　　　

浅と佞輿とも4．403．coo〉1

　

冨日足シ嘲j

　　　　　

、晟ノ、穴心とも2．SC3．C00，－；

議案第48号；ij汗36年皆ぺご言べ入

　

収乱デよに昂ミ予算案

　

これぱり才fU472．275．C00l－－に2乱

　

845．coo．’Iが迫じ1されましたっおも

　

なものは教皆皆の27．266．000－；、二

　

れよ吼部中学の新・令、上庄中学の巴

　

喚、小出中学講火の新築、五両二民

　

鯨の工肛汲ぐS5年1工小応行ぶこ片

　

する36年暖支出）

450人の若い息吹き

なごやかに成人式終る

　

2ヵ月おくれの言の収人式は3川15日

町申講堂で。友ノ、打巧0べ県教青ニ

ら関係嗇多数出しレこおこだわれまし

た。保広巾長の式辞、山本几教育LIの

呪眸のあと、宇賠1教介ご輿1こからト

これからぶまれしじ上は多彩）雌てあ

るが、常に清い精MIと批判力をもち、

たゆまざる町勺を」と激励のご柴がの

べられた以こ：けして、政人者セ代裏し

て卜i中政jよ；ば、「責イの重人なるこ

とを自覚し、凪育、政山、生活こ・凶じ

て、よりよレ吐謳の一輿として、若い

時代の（則俯と吹八ノノむ宛回し、刎）こ

の七翼のため；こ尽します」と’／レj1まし

た。

　

このあと、記1二乱げ。亡想文「八人

式を迎えて」の発表がおこなわれ、婦

人会、吉軍団のもてなしの手料理で舌

つづみを打ちながら、酉年学級やおか

あさんたちの余回を楽し4、成人式に

ふさわしい、なご・？かな門出の一目を

すごしました。

公民館は南校へ

心座＝町の也函こともないいj】日から

大野公民館は南校内へ移転いたしまし

た。λなさんには、ご不便も多トこと

と思いますが、しばらくの聞ご辛抱く

ださレ。場り仏ばで校正而土関の－≪m3

教室で、入沢蜜、教室、事務ヅ々どで

40～50人の㈲しや趾ぶこに心川できま

す。たお川乱のご小1凪ホーバよ利用で

きます。
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圀目堕曰

刈込池

　

七cゾ？、訟Lピブが白山他以ヽ

だおり。佃バμ）厄下、こひろがる

周子約3Kmlドに｀）この池に白山

白に昌喇！のリュツ几し）がノ、り込

八ブぶ落か此し二二。沁乍人府伽以に

卜図）恰がいけ；こえ；こなりたっ大洲

ぱ二八ヤニれiしんで、ふこ友たっ

て腰の廿をぬき汝ち、三の蜜の中

戮めがけてにげた、舘よぶこ突き

ささり、悩夕この池に。映った。こ

のy4を「jlいこ岩」と」う。これよ

り人蛇はあばれることができなか

った。しかし、村人はこの池をお

それ、福込池と呼び、のり。刈込池

に転じた。な人院制のタグーぱ累

ぼ乱こも□入たちの聞では残って

レる。旧大野町から30K卜り、石

川県の祀万でもある。近年この川

込池を経て三の雀、二の雀、一の

蜜、別山、白山の堕胎レートか当

市の手によって開拓された。

市の人事

　

いT沁：36￥3月29日付）

　　　　　

’μ務亮員大治・？繁自

陥祉い町斬ご侈係長に補する

　　　　　

jりみ記員谷脳均

農ムyべなり系妬こ補する

　　　　　

；げい、lμ付中心

ベレ゛：0りふへヽ九万、ご乱ずる

　　　　　

洪図ご員曝4、才心

保β油土課q，7滝衛生係長に袖すろ

　　　　　

事妬吏員多田登

農S課農茉振問係！ぷこMiする

　　　　　

誰何遊員多田泌六

福Mニ・ぶ務所保護係罵こ哺する

　　　　　

ぶ吻吏員沢咽武逞

豊場庶務係長に補する

　　　　　

臨時び石臼゛5一

　　　　　

臨時た阪井康雄

主事補を命ずる

巾民課勤恂を命ずる

　　　　　

臨時畦小島紀リJ

主1補を命ずる

建設課勤務を命ずる

　　　　

ピレドによ已山jMf：

一回辨iμご岫ずる

パ沁丿冶浪測言吻を，卜ずる

　　　　

臨特ぐ沿岸卵戸

打田齢万乱ずる

樫l河課∠翁をこずる

　　　　

jぷ働屈川＝H尤男

友事y貼ご命ずる

上庄出張所動拐を心ずる

　　　　

咄託近・池叉ぶ

技師補を命ずる

農場勤務を命ずる

　　　　　

心路于村上卜誰

Lで且プ車運転手を命ずる

紐侈騨勤烏を命ずる

　　　　　

ぷ拐ぐ員巾□・鳥

　　　　　

召路辺員L喊是武

　　　　　

主ぷMl宮守がト「

総防課∧路を命ずる

　　　　　

ぷ務吏員安川謀九

　　　　　

事り史員吉田とみ子

　　　　　

ぶ脇吏員明石しげ子

悦吻課勤函を命ずる

　　　　　

事務吏員上川始

盤肖課？吻y心ずる

　　　　　

j目か善政国切f利ご衛門

　　　　　

i目丿ご員’ji野，；く

　　　　　

事1？にで輿米吋々子

菌演南厄凍訟侮をふずる

　　　　　

j汗バでほ山中フレ蔵

　　　　　

4日卵と言川瑞淫町

　　　　　

事務心員小味時彦

　　　　　

事必吏員中村鎌一

　　　　　

雅拐に

　　　　　

j務吏員尾崎庄一

市民課勤1劣を命ずる

　　　　　

技町聡員｜’？jS！；冶

小弼しT員；こ汪する

と人江勁次yごずる

　　　　　

‘卜回よ輿卜叫1に人

　　　　　

畑汐心員休祐心

Fぷ祉‘｜球か荊妁洛をとする

　　　　　

謳かど員土淀笥占

呼弼課言必を乱ずる

　　　　　

川9員乱づ臨弥一

下庄出張所勤吻を命ずる

　　　　　

川務員吉出豊

乾側出張所勤務を命ずる

　　　　　

川務輿石川ドゾ1

小山出丑丿町訟拷ジ・乱ずる

　　　　　　　　　　　

岡ぶ一言；
川防員を命ずる

心没町飛励々命ずる

　　　　　

小防府昌村巾消

余じyμ務ブ，う係なこ岫する

〔訂正〕第81リ2二長V、、ごμ中。二段

目印…・”’i

G…・道草幼果‥‥は、・…ヒr…・。回…・よ

いとされています。は、・・・・よかった。

にそれぞれ訂正します。
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